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公立久米島病院だより
6月・7月の休診日：毎週日曜・月曜、6/23（火）

公立久米島病院
小児科 渡邉　幸／スタッフ一同

専攻医　棚井　未裕（平塚市民病院）傷をキレイに治そう

「“輪”を“和”でつなぐ ～小沢浩先生を偲んで」
　この度、久米島町の発達支援にご尽力いただいた
小沢浩先生がご逝去されました。
　小沢浩先生は、東京都八王子市にある島田療育セ
ンターはちおうじ（島はち）の初代所長であられ、
小児神経科医として専門分野を極めるとともに、外
来では沢山のご家族を支援されてこられました。悩
んでいる親子に「愛は笑い」をモットーに、いつも
明るくエネルギッシュにお子さんや家族を励まし、
外来ではピエロの赤鼻をつけて、手品で子どもや家
族を笑わせるというユニークな診療スタイルでした。
　地域の発達支援にも力を入れておられ、八王子市
では発達支援に関わる多職種のための勉強会「ハッ
チネットセミナー」を長年定期開催していたり、不
登校のお子さんが自分にあった居場所や道を探せる
情報ネットワークサイト「プラス・パス」を立ち上
げられました。
　久米島へは2019年より、島はちのリハビリ・医
療スタッフが久米島病院で療育外来を行う「島久ゆ
いまーるプロジェクト」を結成してくださり、現在
まで続く月１回の療育支援により私たち支援者や沢
山の親子が支えられています。小沢先生自身もこれ
まで４回診療応援に来てくださり、外来では多くの

親子が「愛と笑い」で励まされていました。さらに、
発達に関する講演会や勉強会、小中学校でのいのち
の授業、FMくめじま出演など久米島でも本当に沢
山の地域支援をして頂きました。
　小沢先生のもう一つの理念が「“輪”を “和”で
つなぐ」です。子どもと家族、家族と支援者、支援
者と支援者を和やかな和でつないでいく。そのこと
をいつも身をもって示してくれました。悩んでいる
お子さんや家族が“笑顔”になるために、人と人、
行政と民間、医療と福祉と教育が繋がっていくこと
はとても大切です。小沢先生の想いを久米島でも
“和”で繋いで行きたいと思いますので、皆さんど
うぞ今後ともご協力をよろしくお願いします。
　小沢先生の人柄はその著書に現れており、少し読
むだけで心がほっこり温まります。小児科外来前に
も置いてありますので、ぜひお手にとって見てくだ
さい。

＜小沢浩先生著書＞
　「輪を和でつなぐ」「奇跡がくれた宝物」
　　　　　　　　　　　（クリエイツかもがわ）
　「愛することからはじめよう」（大月書店）

　4月に赴任しました棚井と申します。元々は神奈
川県平塚市にある病院で救急医をしていました。
平塚は湘南エリアにあり海が近いですが、久米島
の海は平塚の海とは大違いで、透き通っているエ
メラルドグリーンの海に感動しました。
　私はウミガメと泳ぐことが夢で、久米島にもい
ると聞きアンテナを張り巡らせていたら２回見る
ことができました！次は一緒に泳ぎたいです。
　短い間でしたが、穏やかな時間が過ごせるこの
島はとても素敵な場所でした。大変お世話になり、
ありがとうございました。

傷の処置
　さて、今回は傷についてお話しします。救急外
来には怪我をして受診する患者さんがいます。み
なさんも海や畑で怪我をしたり、お子さんが遊ん
でいて怪我をされることがあるのではないでしょ
うか。消毒液をつける程度であまり洗わない方が
たまにいますが、まずはよく洗うことが大切です。
怪我をした時はすぐに水道水でしっか
りと洗いましょう。感染を防げるだけ
でなく、異物を取り除いて外傷性刺青
（異物による色素沈着）を予防できま
す。基本的には毎日1回は洗うようにしてください。
それから軟膏を塗って、ガーゼや絆創膏で覆って
ください。

　また、傷跡はどうしても残ってしまうものです
が、なるべく残さないためには紫外線を避けるこ
とが大切です。治った後は日焼け止めを塗ると有
効です。

病院に行った方がいいの？
　怪我をしたのが土や泥などの場所で、深い傷の
時は受診しましょう。土壌や動物の糞には破傷風
菌が存在すること多く、感染のリスクがあるため
です。破傷風は神経毒性があり、痙攣や呼吸困難
を起こすこともある病気です。
　そんな恐い病気ですが、正しくワクチンを打て
ばほぼ100％の確率で予防できます。子供の定期
接種に組み込まれており、沖縄県では1972年頃か
ら接種が始まりました。約50歳以下の方は接種し
ていることが多いと思いますが、10年経つと免疫
が低下するため、怪我をした時に追加接種を行う
ことがあります。定期接種を受けた方は１回打て
ばさらに約10年免疫が獲得できます。
　定期接種開始前に生まれた方や、接種したかど
うかわからない方は、受診日、3～8週間後、6～
12ヶ月後の、合計3回接種を推奨します。そうす
ることで、約10年は免疫が保たれます。
　傷があるときには土壌での作業はなるべく避ける
ようにしましょう。また、怪我をしたのが土や泥の
場所でなくても深い傷であれば受診してください。
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（　）は、令和８年累計
・救　急 ………24件 （124件） 
・火　災 ……… 0件 （    3件）
・救　助 ……… 0件 （　 1件）

・風水害 ……… 0件 （  0件） 
・捜　索 ……… 0件 （  1件）
・その他 ……… 2件 （13件） 合計 …… 26件 （142）

４月
出動状況

沖縄県消防指令センターが
更新されました！
沖縄県消防指令センターが
更新されました！

消防だより 令和８年6月号

　この度、嘉手納町にあるニライ消防本部に併設されていた沖縄県消防指
令センターが、機器の更新等に伴いうるま市に整備されました。
　久米島町も参画している同センターは、県内38の市町村（管内人口約
113万人）からの119番通報を受理し、消防車両の出動指令を一元化する
ものです。16の消防本部と約300台の消防車両等が指揮・管理下にあり、
県内の9割の地域をカバーしています。指令モニターが10台に増設された
ほか、通報内容をリアルタイムで文字化する機能などが導入されました。
　当本部からは、山城大虎消防副士長を派遣しており、日夜多種多様な
119番通報を受理しています。

　６月７日（日）から６月13日（土）は令和８年度危険物安全週間です。
危険物安全週間とは危険物（火災、爆発、中毒等を引き起こす危険性
のある物質の総称）の保安に対する意識の高揚及び啓発推進を目的と
し、各事業所における自主保安体制の確立を図るものです。当消防本
部では、危険物施設火災防ぎょ訓練や立入検査、広報活動を行い、関
係機関との連携強化や安全管理を行います。

公式インスタグラムのフォロー、いいね！をよろしくお願いします！

「久米島消防の日常」を発信！

※119番通報を行う際には、必ず「久米島町」と言ってから
　住所をお伝えください。

　マイナ救急とは、救急隊が専用端末を用いて患者さんのマイナ保険証を活用
し、過去の受診歴や処方薬などの医療情報を閲覧するものです。これにより患
者さんの医療情報を正確に把握することができ、救急現場活動でより適切な処
置を受けることができます。マイナ保険証をお持ちの方は、救急隊へのご提示
をお願いします。

「マイナ救急」のご準備を！

令和8年度　　　令和8年度　　　安全週間が実施されます！危険物危険物
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